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平成２９年６月１３日 

 

只見町議会議長 齋藤 邦夫 様 

 

                           広報広聴常任委員会 

委員長 目黒 仁也 

 

広報広聴常任委員会所管事務調査報告書 

 

 本委員会の所管事務調査事項について、調査経過並びに結果を下記のとおり報告します。 

 

記 

１．所管事務調査事項 

（１）議会広報広聴の充実に関する調査 

（２）議会報告会並びに一般会議に関する調査 

（３）議会だよりの編集及び発行に関する調査 

  （４）議会の開かれた情報発信の調査研究 

 

２．調査の経過及び結果 

（１）調査事項  議会だよりの編集及び発行に関する調査 

         議会報告会並びに一般会議に関する調査 

         議会広報広聴の充実に関する調査 

（２）調査方法  事務調査 

（３）調 査 日  ３月７日、３月１０日、３月１３日～１５日、３月２３日、 

３月３０日、４月１１日、５月１８日、５月２２日～２４日、 

６月８日 

  （４）出席委員  目黒仁也委員長、目黒道人副委員長、大塚純一郎委員 

           中野大德委員、山岸国夫委員、鈴木好行委員 

 

３．具体的な取り組み内容 

 （１）調査等経過 

３月 ７日 議会だより１４７号編集計画・役割分担について検討協議 

３月１０日、３月１３日～１５日 

議会だより１４７号の編集内容について検討協議 

       ３月２３日、３月３０日 

      議会だより１４７号の素案原稿について検討協議 

 ４月１１日 議会だより１４７号の最終校正 

 ４月２１日 議会だより１４７号発行 

 ５月１８日 千代田町議会行政視察受入れ 

 ５月２２日 町村議会広報研修会 
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 ５月２３日 埼玉県嵐山町議会、小川町議会行政視察 

６月 ８日 議会の日程や一般質問の内容周知のためのチラシ作成 

       ６月 ９日 議会の日程や一般質問の内容周知のためのチラシ発行 

（２）議会だよりの編集及び発行に関する調査 

委員会では、広報誌の一層の向上を目指し取り組んでいるが、その評価を得る

ため平成２９年度福島県町村議会議長会主催の広報研修会でのクリニックを受

講した。全国広報コンクール審査委員である吉村先生から当町議会広報誌が住民

の関心事をクロ―ズアップして取り上げている点や、陳情の結論に至るまでの経

過や議会としての意見を掲載した点などについて高評価いただいた。さらに、全

国市町村発行の広報誌の中から５８事例に抜粋され資料にも取り上げられたと

ころである。しかし、紙面活用での課題もあるため、今後それらを踏まえ一層の

改善に取り組んでいく。 

また、埼玉県小川町議会広報発行特別委員会に出向き議会広報誌の編集・発行

に関する指導を仰いだ。小川町では、短期間で紙面の大幅なリニューアルを実行

し全国から注目を浴びているが、住民理解や今後の改革の継続に課題を持たれて

おり、今後進める上で参考となる調査であった。 

 （３）議会広報広聴の充実に関する調査 

議会改革を推進している埼玉県嵐山町においては、広聴の充実に関する調査

を実施した。嵐山町では、議会基本条例を平成２６年３月制定し、議会報告会、

議会モニター制度を導入するなど、より多くの住民の声の聴取に努めている。

今回の調査を踏まえ、住民からの要望・意見をその後どう取り扱うか、当町に

おいても一層の検討が必要と考えられ、今後の課題として継続調査していく。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


